
　日本が世界に誇る真珠の集積地、
神戸にて、西日本最大級の宝飾見本
市「神戸国際宝飾展IJK」が、5月16日
～18日、神戸国際展示場で開催され
る。時間は10時～18時。初日は9時よ
り受付開始。
　前回は出展社数588社、来場者数1
万2600名で、今年は世界15カ国から
640社の出展社を見込み、1万4000名
の来場者数を目指す。
　真珠をはじめ、ダイヤモンド、カラース
トーン、普段は目にしないようなハイジュ
エリーからお手頃価格のジュエリーに
加え、近年需要が伸びているハンドメイ
ド関連商品なども集まり、幅広いカテゴ
リーのジュエリーが一堂に揃う会場は、
大きく4つのゾーンに分かれている。
　A会場＝「ジェムストーン（110社）」
には、ルビー、エメラルド、サファイア、琥
珀、珊瑚、天然石が集まり、今回新たに
合成ダイヤモンドが加わった。
　B会場＝「ジュエリー（200社）」は、
ファインジュエリー、ファッションジュエ
リー、海外ジュエリー、デザイナー／ク
ラフトマン、加工機器などが集まる。
　C会場＝「ジュエリー（140社）」は、
ダイヤモンドジュエリー、色石ジュエ
リー、プラチナ・ゴールドジュエリー、ブ
ライダル、OEMなど。
　D会場＝「パール（150社）」は、あこ
や、白蝶、黒蝶、ケシ、淡水など。「リ・
ジュエリー（40社）」＝中古ダイヤモン
ド／色石、中古高級時計など。

17・18日に元宝塚女優が来場

　注目の特別イベントでは、元宝塚
トップスター3名によるジュエリートー
クショーが特設会場に用意されてい
る。
　17日は、女優の黒木瞳さん（14時
30分～15時10分）。18日は、タレント
の遼河はるひさん（10時50分～11時
30分）、女優の紫吹淳さん（14時30分
～15時10分）。3人共に、過去に日本
ジュエリーベストドレッサーを受賞し、
“今もなお輝き続ける人生の秘訣”を
語るそうだ。

注目の基調講演

　多くの
受 講 者
が集まる
セミナー
（基調講
演 ）で
は、17日
13時30
分 か ら
「2019

アップデート
バイヤー目線で
見る世界の真
珠マーケット動
向」をテーマ
に、（一社）日本

真珠振興会理事／
覚田真珠㈱代表の
覚田譲治氏が、世
界の真珠取引で主
要な品種である、あ
こや真珠、白蝶真
珠、黒蝶真珠の現
状と今後の展望を、
それぞれの真珠を
代表するスペシャリ
スト達へのインタ

ビューをもとに解き明かす。同日15時
30分からは、「カラーストーンの魅力－
販売に役立つヒントと知っておきたい
宝石学－」をテーマに、Gem-Aリーフ・
リエゾン・オフィサーの内藤綾子氏が、
市場に流通する宝石について、ジュエ
リーに相応しい品質の要素やユニーク
な魅力をシェアし、英国王室が生んだ
宝石の流行について話す。

　18日13時からは「合
成ダイヤモンドは、宝飾
ビジネスをどう変え
る？ ～業界の第一人
者が最新事情を徹底
解説～」をテーマに、
（一社）日本グロウンダ
イヤモンド協会代表理

事の石田茂之氏が、天然ダイヤモンド
と全く同じ物質的科学的特性を持つ、
エシカルな新しいダイヤモンドについ

て、そして価格破壊も伴う今後のダイヤ
モンドビジネスと新たな可能性、海外
最新情報を含む合成ダイヤモンド最新
情報を話す。
　なお、基調講演の受講料は、VIP・プ
レミアムバイヤーが無料で、通常料金
は7000円となっている（4月26日まで
は早期割引料金5000円）。

　16日15時からは、日本の頑張ってい
る小売店を応
援する企画と
して、（一社）
日本宝飾記
者会が主催
する「第3回
ジュエリー
ショップ
大賞」の
表 彰 式
と、西日
本におい
て特に工
夫を凝ら
して成長
している
小売店と
して授賞

される3店舗、
ロ ー カ ル
チェーン部門
＝エルサカエ
富山総本店、
仕入れ工夫
部門＝ジュエ
リー&ウォッ
チOKADA本
店、チャレンジ
部門＝ジュエ
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18
日
は
、今
後
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス

「
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

ルマツウラによ
るパネルディス
カッションが開
催される。

5月16日（木）～18日（土）／神戸国際展示場
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手
元
に
届
い
た
数
紙
の
業
界
紙
が
あ
る
。こ
れ
ら
を
使
っ
て
掲
載
記
事
の
分

析
を
試
み
て
み
る
。

　

業
界
紙
の
呼
称
以
外
に「
専
門
紙
」と
い
う
言
い
方
も
あ
る
が
、か
っ
て
産
業

経
済
新
聞
や
日
本
経
済
新
聞
も「
経
済
専
門
紙
」と
言
わ
れ
た
時
期
も
あ
っ

た
。発
行
部
数
が
百
万
部
を
超
え
る
と
、そ
れ
は
も
は
や
一
般
紙
と
同
じ
で
、特

色
あ
る
専
門
紙
で
は
な
い
。

　

現
在
、経
済
専
門
紙
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、日
本
工
業
新
聞
や
日
刊
工
業
新

聞
だ
け
で
、そ
れ
以
外
で
専
門
紙
と
い
わ
れ
る
も
の
は
な
く
、あ
る
特
定
の
業
界

に
つ
い
て
の
み
の
新
聞
は
、「
業
界
紙
」と
い
っ
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
で
業
界
紙
の
存
在
理
由
は
、良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、業
界
を

着
実
に
拡
大
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
存
在
意
義
で
あ
る
。

　

ま
し
て
、消
費
者
の
信
頼
と
満
足
の
上
に
成
り
立
つ
宝
飾
業
界
に
お
い
て

は
、業
界
紙
の
監
視
の
目
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
ま
ず
は
、「
時
計
美
術
宝
飾
新
聞
」だ
が
、ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
版
、月
二

回
の
発
行
で
、各
号
八
ペ
ー
ジ
か
ら
六
ペ
ー
ジ
の
構
成
だ
。本
紙
は
、オ
ー
ル
ラ

ウ
ン
ド
的
存
在
な
の
で
、宝
飾
・
時
計
・
眼
鏡
業
界
か
ら
共
に
細
か
く
記
事
を

拾
っ
て
い
る
。

　

同
じ
く
共
に
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
版
の「
時
報
光
学
新
聞
」、「
時
計
工
芸
新
聞
」、

「
日
本
貴
金
属
新
聞
」は
、全
三
段
を
広
告
ス
ペ
ー
ス
に
割
い
て
い
る
。

　

四
月
五
日
付
け
の「
時
計
工
芸
新
聞
」は
、「
Ｗ
Ｏ
Ｆ
」の
予
告
記
事
を
大
々

的
に
掲
載
し
て
お
り
、一
面
の
下
で
合
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
最
新
記
事
を
取
り

扱
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、新
連
載
と
し
て
、プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
小
野
寺
誠
の
極
意
と
し
て「
ス

コ
ア
ブ
ッ
ク
上
達
の
近
道
」を
ス
タ
ー
ト
し
た
。読
者
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の

読
み
物
の
充
実
を
図
る
努
力
を
し
て
い
る
。二
面
は
、Ｊ
Ｊ
Ｆ
２
０
１
９
の
概

要
発
表
と
ナ
ガ
ホ
リ
の
展
示
会
状
況
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る
。三
面
は
、眼

鏡
と
光
学
者
に
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
い
る
。広
告
媒
体
と
し
て
の
価
値
ア
ッ
プ

の
対
応
で
抜
か
り
な
い
。

　
「
日
本
貴
金
属
新
聞
」の
一
面
は
、台
湾
の
眼
鏡
店
の
特
集
を
組
ん
で
、イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
性
を
見
せ
て
お
り
、そ
れ
な
り
に
記
事
の
差
別
化
を
図
っ
て

い
る
。

　
「
山
梨
研
磨
宝
飾
新
聞
」は
、地
元
山
梨
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
四
月
上

旬
に
、ア
イ
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る
第
48
回
甲
府
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア
の
予
告

を
、一
面
で
取
り
上
げ
て
い
る
。ま
た
、Ｋ
Ｊ
Ｆ
２
０
１
９
の
実
行
委
員
長
の
談

話
を
掲
載
し
て
い
る
。内
面
で
は
、合
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
解
説
と
第
23
回
国

際
宝
飾
展
の
セ
ミ
ナ
ー
の
解
説
記
事
を
報
じ
て
い
る
。四
面
は
、「
輝
き
の
礎
」

の
読
み
物
、Ｊ
Ｊ
Ａ
の
景
況
、東
京
オ
リ
・
パ
ラ
の
サ
ポ
ー
ト
記
事
な
ど
を
細
か

く
拾
っ
て
い
る
。

　
一
方
、「
中
部
時
計
眼
鏡
新
聞
」は
、眼
鏡
に
特
化
し
た
業
界
紙
で
あ
り
、最

新
号
は
福
井
の
メ
ガ
ネ
産
業
の
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
を
報
じ
て
い
る
。ま
た
カ
シ

オ
の
時
計
の
最
新
情
報
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
業
界
紙
も
旗
色
鮮
明
が
必
要
だ
。つ
ま
り
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

持
つ
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
と
し
て
は
最
低
限
重
要
で
あ
る
。と
同
時
に
、分
析
力

あ
る
解
説
記
事
と
充
実
が
望
ま
れ
る
。
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ファッションジュエリーが国内外でブーム
　デイリー使いできるファッションジュエリーの需要は増加傾向にあるようで、海外バイヤーが来場
するIJKでも高額ジュエリーの商談だけではなく、日本の若い世代の女性が好むファッションジュエ
リーに注目が集まっている。パステルカラーよりさらに淡いペールトーンによるミントグリーン・ピンク・
アイスブルーラベンダーなどをはじめ、ボリュームジュエリーや個性派ジュエリーなども見つけたい。
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